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２　学習の目標

令和７年度シラバス

23 新潟県立西新発田高等学校　

教科 理科

科目 物理基礎 単位数 単位 履修年次 年次～

使用教科書 『 新編　物理基礎 』（ 東京書籍）

副教材等 なし

①物体の運動とエネルギーについて、基本的な概念や法則に関する知識を身に付け、自然の現象を科学的に探究する

技能を身に付けるようにする。

②物体の運動とエネルギーに関する現象の中に問題を見いだし、科学的に考察し、考えを的確に表現できるようにす

る。

③物体の運動とエネルギーについて関心を持ち、意欲的に探究しようとする態度を養う。

１　グラデュエーションポリシー及びカリキュラムポリシー

グラデュエーションポリシー

卒業までにこのような資質・能力を育成する。

①規則正しい生活習慣を確立し、前向きに社会生活に取

り組む資質を育成する。

②主体的に行動し、コミュニケーション能力が高い人間

を育成する。

③他者を尊重し、様々な課題を持つ人との関わりを大切

に地域に貢献できる能力を育成する。

④どのような困難にも立ち向かい、適応できる人間に育

てる。

カリキュラムポリシー

資質・能力を育成するため、このような教育活動を行

う。

①毎日学校に通うことを目標に、生活リズムを崩さない

行動を促す。

②日々の挨拶や、ルールやマナーを意識した学校生活を

行う。

③他者の立場を尊重し、思いやりや寛容の精神を育成す

るため、人権同和教育に力を入れる。（年３回以上はク

ラス単位での授業を行う）

④総合的な探究の時間において、１年次から系統的な

キャリア教育を展開する。



３　指導の重点

４　学習計画

学期 時間

計 70

５　課題・提出物等

(50分授業)

・授業プリント

・課題プリント

・実験レポート

後期

第2部 物理現象とエネル

ギー

教科書

副教材

授業プリント

熱の移動及び熱と仕

事の変換について理

解する。

11

  第３章 電気とエネルギー 人間生活に様々なエネル

ギーが関わっていること

を理解する。

12  第４章 エネルギーとその

利用

運動の三法則を理解

する。
12

取組状況

課題

提出物

定期考査

  第１章 熱とエネルギー

  第２章 波とエネルギー 波の性質について、

直線上に伝わる場合

を中心に理解する。

12

評価方法

前期

第１部 物体の運動とエネ

ルギー

教科書

副教材

授業プリント

速さと速度・加速度

について、直線運動

を中心に理解する。

12

取組状況

課題

提出物

定期考査

  第３章 仕事とエネルギー
仕事と仕事率、力学

的エネルギー保存の

法則を理解する。

11

単元名 教材 学習内容(指導内容)

  第１章 物体の運動

  第２章 力と運動

　①自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識が身につ

くようにする。

　②実験や観察の方法を一人一人が直接体験によって身につけるようにする。

　③計算問題を解けるようにする。また、数と量を把握できるようにする。



６　評価の観点の趣旨

７　評価方法

８　担当者からの一言

　物理現象は、宇宙全体に共通のものです。原理原則をきちんと把握して、様々な現

象を観察してください。また、その原理原則を数字を表現し、そのために計算問題も

します。数字にはすべて意味があります。数字の意味も考えながら計算問題を解くよ

うにしてほしいと思います。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　物体の運動と様々なエネル

ギーについて、基本的な概念

や原理・法則を理解し、知識

を身に付け、実験などの基本

操作を習得するとともに、そ

れらの過程や結果を的確に記

録、整理し、自然の事物・現

象を科学的に探究する技能を

身に付けている。

　物体の運動と様々なエネル

ギーに関する事物・現象の中

に問題を見いだし、探究する

過程を通して、事象を科学的

に考察し、導き出してた考え

を的確に表現している。

　日常生活や社会との関連を

図りながら物体の運動とエネ

ルギーについて関心を持ち、

意欲的に探究しようとすると

ともに、科学的な見方や考え

方を身に付けようとしてい

る。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

【評価】

考査や課題・提出物等の「知

識・技能」の

得点率が７０％以上・・・Ａ

得点率が４０％以上・・・Ｂ

得点率が４０％未満・・・Ｃ

【評価】

考査や課題・提出物等の「思

考・判断・表現」の

得点率が７０％以上・・・Ａ

得点率が４０％以上・・・Ｂ

得点率が４０％未満・・・Ｃ

【評価】

取組状況や課題・提出物等の

「主体的に学習に取り組む態

度」の

達成率が７０％以上・・・Ａ

達成率が４０％以上・・・Ｂ

達成率が４０％未満・・・Ｃ


